
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 宿泊体験学習から見えた５年生の素晴らしさ ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 ９月１２日（木）と１３日（金）の２日

間にわたって朝日少年自然の家を会場に、

５年生が宿泊体験学習を行いました。出発

式で、５年生の代表児童から「生きる力と

チーム力をつけたい。」との力強い言葉が

ありました。その言葉通り、自然の冒険ほ

かテント設営・撤収や野外炊飯などでのチ

ーム力は見事でした。 

しかし、それ以上に５年生の素晴らしさ

を実感したのは、蜂による被害を防ぐため

にプログラムを中止又は変更しても、全員

が冷静に行動し前向きに取り組んだ姿で

す。まさに、「しなやかに生きる力」が育

っていることに大きな喜びを感じました。 

２名の保護者の皆様より安全確保のた

めにご協力をいただき、誰一人怪我や事故

無く学習を終えることができました。本当

にありがとうございました。 

 

 経営キーワード「一歩踏み出す力（主体性）」「チーム力（協働・対話）」「考え抜く力（解決・創造）」

 

繋 
令和６年度 学校便り 

Ｒ６．９．３０ 

 ＮＯ  １４ 

校長 秋場 一憲 

 

学校教育目標「未来をひらき、しなやかに生きる力を育む教育」 

２日間の学習を終え、達成感に満ちた表情 

自然を満喫 

協力が欠かせない 最高のカレー 

        ○１日目の自然の冒険は楽だと思っていましたが、実際にやってみるととても大変でした。

だから、崖を先に下りた人が次に下りてくる人にアドバイスや声がけをして助け合いました。ま 

た、野外炊飯でも班で役割分担を決めて協力して作ることができ、チーム力を発揮できたと思います。２日 

目には、朝食で湯煎してハンバーグを作ったことがとても楽しかったです。途中で蜂が来ても、冷静に行動 

できてとても良かったと思います。（細谷竜樹くん） 

○２日目の朝に５時に起きて、蜂を避けながら食器洗いやコンテナ片づけなどをがんばりました。これまで、 

 家族としかカレーを作ったことがなかったのですが、野外炊飯でカレーを作る時には班内の男女で役割分 

担を決めて、お互いに声をかけたりアドバイスしたりしながら楽しく作ることができました。また、自然の 

冒険で、崖上り崖下りの時に違う班の仲間にも声をかけ、励まし合いながら活動することができました。 

（細矢絆菜さん） 



谷地南部っ子の伝統「かかわりの良さ」をこれからも・・・ 
 １学期の学校経営反省で話題になった一つが、本校の 

子供たちの「かかわりの良さ」です。縦割り班活動のほ 

か、学校行事や授業、休み時間などで、高学年児童が、 

優しく丁寧に低学年児童に教えたり世話をしたりする姿 

や一緒に協力して活動する姿が日常的に見られます。こ 

れらの姿は、今年度の取り組みだけで培われたものでは 

なく、これまで長年にわたって先輩から後輩へと脈々と 

受け継がれてきた本校の伝統だと思っています。 

 後期の縦割り班も編成し直し、まもなく数年ぶりに食 

堂給食も復活させます。これからも子供たちの良いかか 

わりを見守り、励まし、価値づけながら伝統を守ってい 

きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１０月予定 笑顔溢れる後期縦割り班顔合わせ 


